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タイ語物語における心内思考に含まれる SELF表現 
 

 

高橋 清子 1 
 

１．はじめに 

 研究演習で学生とともにタイ語の小説を読む機会がある。その中で学生が解釈

を誤りやすい表現があることに気付いた。それは心内思考（意識、独話）2 に含

まれる SELF 表現（意識主体と照応する名詞類）である。(1)‒(6)の下線部分がそ

の例である。例えば、(1)の SELF 表現「ผม 私」は心内思考の主体「ผม 私」と照応

する。言い換えれば、意識主体照応的 logophoric な文脈で使われている。学生に

とって、(1)‒(4), (6)の「ผม 私」「ตวัเอง、ตนเอง 自身 3」「พวกเรา 私達」の解釈は容易だ

が、(4), (5)の「เขา 彼」「พ่อ 父」の解釈は難しい。 

 

(1) ผม-i รูต้วัว่า [ผม-i ไมร่กัเธอ] 

私-i は[私-i は彼女を愛していない]と自認する。 

 
1 神田外語大学外国語学部アジア言語学科タイ語専攻教授 
2  廣瀬・長谷川（2010: 182）は小説における言語使用形態として「意識描写」「心内発話

（心の中で自己に語りかける場合と他者に語りかける場合）」「会話」という 3 つの区分を

提示した。本稿の「心内思考」とは「意識描写」と「自己に語りかける心内発話」を包摂

する概念である。 
3 「ตวัเอง 自身」「ตนเอง 自身」（自身名詞）は「ตวั 自己（＜～頭/匹（動物の類別詞）、身体）」

「ตน 自己」（自己名詞）と「～เอง ～自身」が組み合わされた表現である。เอง は他の名詞と

組み合わせて使うこともできる（例：(ตวั)ผมเอง 私自身、(ตวั)เขาเอง 彼自身、(ตวั)พ่อเอง 父自身）。เอง

にはその他の機能もある。「まさに、それこそ」といった特立（評価）の意味を添える焦

点標識として機能したり（例：ผมเอง 私こそ、まさに私、อย่างนีเอง まさにこう）、「自分で、自

身で、自ら、ひとりでに」といった副詞的意味を表したりする（例：ทําเอง 自分自身でする、

เกดิขนึเอง ひとりでに生じる）。เอง を伴わない自己名詞（ตวั、ตน）は意識主体と照応する SELF

表現とは認めがたく、本稿では SELF 表現として扱わない。なお、ตวัเอง と ตวั は親密な相手

に対する二人称代名詞としても使われる。 
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(2) ผม-i ไม่คดิว่า [ตวัเอง-i จะเป็นคนแบบพ่อได]้ 

私-i は[自身-i は父のような人になれる]と思わない。 

(3) เขา-i คดิว่า [ตนเอง-i ไมไ่ดเ้กลยีด] 

彼-i は[自身-i は憎悪しているのではない]と思う。 

(4) แต่ความแขง็กร้าวของลลิธิกท็ําให้ผูช้าย-i กลวั กลวัว่า [เธอจะควบคุมเขา-i] กลวัว่า [ตวัเอง-i จะสูญเสยีอํานาจไป] 

しかしリリットの頑なさは男性-I を怯えさせる。[彼女（リリット）が彼-i を

支配する]のではないかと怯えるのである。[自身-i が権力を失う]のではない

かと怯えるのである。 

(5) พ่อ-i รูด้ว่ีา [ลูกชายพ่อ-i ไม่ใช่คนฉาบฉวย] 

父-i は[父-i の息子はいい加減な人間ではない]とよく理解している。 

(6) [ตอ้งทําใหพ้วกนันกลวัและไม่กลา้ทําอีก พวกเรา-i จะไดอ้ยู่กนัอย่างสงบ] เดก็สาว-i คดิ 

[やつらを怖がらせいじめを止めさせなければならない、そうすれば私達-i は

平穏に過ごせる]と女の子（主人公のサンディー）-i は考えた。 

 

タイ語でも日本語と同様、意識主体と照応する SELF 表現がなくとも談話文脈

や統語環境から無理なく解釈できるときには SELF 表現は使われないことが多い

（例：私は[彼女を愛していない]と自認する）。4 しかし SELF 表現が使われると

き、日本語よりタイ語のほうが表現の使い分けが複雑だ。学生が解釈を誤る背景

にはそのような日タイ間の違いがある。 

 本稿の目的は、タイ語物語における心内思考に含まれる SELF 表現の特徴を詳

述することである。まず、SELF 表現について解説する（第 2 節）。次に、関連研

究で提示されている分析概念を援用してタイ語物語の語りの様式を分類し、筆者

が収集した各種 SELF 表現 5 の使用傾向を調べる（第 3 節）。最後に、本稿の考

 
4 本稿では SELF 表現が使われない場合については分析しない。 
5 本稿の分析データとして 13 編の小説から計 89 トークンの SELF 表現の用例を収集した。

その全てを本稿末尾の「付録：小説の用例」に載せた。一部、TNC: Thai National Corpus 
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察結果を簡潔にまとめる（第 4 節）。 

 

２．SELF 表現 

 心内思考に含まれる SELF 表現とは、心内思考（意識、独話）の描写の中で使

われ、意識主体を明示的に指し示す名詞類（代名詞、自身名詞、自称に使われる

親族名など）のことである。アフリカの多くの言語では、報告されている発話や

思考や感情や意識全般の主体が報告している人自身であるとき（すなわち意識主

体照応的な文脈において）通常の代名詞とは区別された特別な代名詞（意識主体

照応代名詞 logophoric pronouns）が使われることが知られている（e.g. Hagège 

1974, Clements 1975）。そうした代名詞と同じような使われ方をするタイ語の名詞

類を本稿では便宜的に SELF 表現と呼ぶ。6  SELF とは談話における根源的役割

primitive roles in discourse（Sells 1987: 455）の 3 要素（SOURCE、SELF、PIVOT）

の 1 つである。SOURCE は報告を成す人（意志的に語る「コミュニケーション主

体」）、SELF はその心が報告される人（その心的状態や心的態度が描写の対象と

なっている「意識主体」）、PIVOT はその視点から報告が成される人（その立ち位

置から描写内容を評価する「視点保持者」）を意味する。 

 

３．語りの様式と各種 SELF 表現 

 語りの様式として直接話法 direct speech と間接話法 indirect speech がよく知ら

れている。この区別は de re vs. de dicto domain（Frajzyngier 1991）という認識的な

基準による。直接話法では現実世界 de re に関する事実内容が語られ、間接話法

では発話や思考の中で話者によって系統立てられた観念世界 de dicto に関する断

定内容が語られる。一方、報告的様式 reportive style（Kuno 1972: 181）と非報告

 
(Third Edition)〈http://www.arts.chula.ac.th/~ling/tnc3/（検索日：2020 年 7 月 4 日、12 日）か

ら収集した用例も参考にした。 
6 分析範囲を「心内思考」（意識、独話）に限定している本稿では「発話」は扱わない。 
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的様式 non-reportive style は語られる発話や思考が語り手自身のものかどうかを基

準とする区別である。語り手自身のものであれば報告的様式、それ以外であれば

非報告的様式となる。これらの基準により英語物語の語りの様式は(7)‒(10)のよ

うに 4つに大きく分類できる。通常、英語物語における心内思考に含まれる SELF

表現は一人称代名詞か三人称代名詞である（例：(7)‒(10)の斜体部分）。 

 

(7) I-i thought “I-i am pushy.”  Reportive, Direct  

(8) I-i thought that I-i was pushy.  Reportive, Indirect 

(9) Mary-i thought “I-i am pushy.” Non-reportive, Direct 

(10) Mary-i thought that she-i was pushy. Non-reportive, Indirect 

 

 しかしタイ語物語の語りは直接話法なのか間接話法なのかはっきりしないこと

がある（例：(11)の下線部分）。タイ語には時制がないこと、直接引用標識の使

用が必須ではないこと（Burusphat 1986: 213）、現実世界の事実内容か観念世界の

断定内容かによる補語節標識/補部節標識 complementizer の使い分けがないこと

などがその要因として挙げられる。したがって(7)‒(10)のような英語の分類をそ

のままタイ語に当てはめることは難しい。 

 

(11) “กราบเท้าคุณแม่ทเีคารพ…” ผมจะเรมิต้นอย่างไรด ีมอืจบัปากกาสนัดกิ 

「拝啓、母上様…」私は（この手紙を）どう書き始めればよいのか。ペンを

持つ手が小刻みに震える。 

 

(11)の下線部分は物語の主人公の意識を描写したものであるが、英語の自由間

接話法 free indirect speech に似ているようにも見える。しかし英語の自由間接話

法では、物語内の人物を指す SELF 表現として三人称代名詞（he など）を使う。

言い換えれば、語り手の視点から物語内の人物の意識が語られる。一方(11)では
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一人称代名詞「ผม私」が使われており、物語内の人物の視点からその人物の意識

が語られている。 

タイ語物語の語りの様式を分類するときには前節で紹介した談話における根源

的役割の 3 要素（コミュニケーション主体 SOURCE、意識主体 SELF、視点保持者

PIVOT）を考慮するとよい。表 1 のような分類（Ⅰ～Ⅳタイプ）となる。 

 

表 1：タイ語物語の語りの様式 

 語り手自身の 

心内思考を語る 

物語内の人物の心内思考を語る 

②③が同じ ②③が異なる 

①コミュニケ

ーション主体 

語り手 語り手 語り手 

②意識主体 語り手 特定人物 不特定人物 特定あるいは

不特定人物 

③視点保持者 語り手 特定人物 不特定人物 語り手 

 Ⅰタイプ Ⅱタイプ Ⅲタイプ Ⅳタイプ 

 

 小説などの語りにおいて「①コミュニケーション主体 SOURCE」は常に語り手

である。「②意識主体 SELF」と「③視点保持者 PIVOT」は語り手である場合もあ

れば、物語の中の登場人物である場合もある。語り手自身の意識を語る reportive

様式（Ⅰタイプ）では、①②③のすべてが語り手である。物語の登場人物の意識

を語る non-reportive 様式（Ⅱ～Ⅳタイプ）は、②と③が同じ（同一の登場人物）

Ⅱ・Ⅲタイプと②と③が異なる（②登場人物、③語り手）Ⅳタイプに大きく分か

れる。②と③が同一の登場人物であるタイプは、さらにその登場人物の特定度の

違いによって、特定できるⅡタイプ（同一の特定の登場人物）と特定できないⅢ

タイプ（同一の不特定の登場人物）に分かれる。 
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先に挙げた用例(1)‒(6)の SELF 表現をⅠ～Ⅳのタイプに分類した結果を表 2 に

示す。収集した用例全体で、どのような種類の SELF 表現の使用が各タイプで確

認されたのかについても、そのトークン数とともに、鍵括弧の中に示す。 

 

表 2：語りの様式のタイプごとの SELF 表現の例とトークン数 

Ⅰタイプ 

語り手の心内思

考を語り手の視

点から語る 

Ⅱタイプ 

物語内の特定人

物の心内思考を

その人物の視点

から語る 

Ⅲタイプ 

物語内の不特定

人物の心内思考

をその人物の視

点から語る 

Ⅳタイプ 

物語内の特定あ

るいは不特定人

物の心内思考を

語り手の視点か

ら語る 

(1) ผม 私 

(2) ตวัเอง 自身 

(3) ตนเอง 自身 

(5) พ่อ 父 

(6) พวกเรา 私達 

(4) ตวัเอง 自身 (4) เขา 彼 

[一人称代名詞33] 

[自身名詞 7] 

[自身名詞 6] 

[親族名 3] 

[一人称代名詞 2] 

[固有名 1] 

[自身名詞 1] [三人称代名詞36] 

 

 表 2 から次のことが読み取れる。7 

第一に、一人称代名詞の SELF 表現は特定人物（語り手あるいは物語内の特定

人物）の心内思考をその人物の視点から語るとき（ⅠタイプとⅡタイプ）に使わ

れた。特に語り手の心内思考を語り手の視点から語るとき（Ⅰタイプ）に多く使

われた。 

 
7 ⅠタイプとⅡタイプには複数の種類の SELF 表現が使われているが、その異なる種類の使

い分け（使用の傾向や制約など）の詳細については考察には至らなかった。 
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第二に、親族名と固有名の SELF 表現は物語の中に登場する特定人物の心内思

考をその人物の視点から語るとき（Ⅱタイプ）にしか使われなかった。使用例は

非常に少なかった。親族名が 3 トークンだけ、固有名が 1 トークンだけ見つかっ

た。今回の調査では疑似的な独話（いわば想像上の対話）の中に SELF 表現とし

ての固有名の使用が見つかった。 

第三に、物語の中で言及された不特定人物の心内思考をその人物の視点から語

るとき（Ⅲタイプ）には自身名詞の SELF 表現だけが使われた。この点に関して

は、小説から収集した用例には該当例が 1 トークンしかなかったため、TNC か

らも用例を収集して参照したが、反例は見つからなかった。 

第四に、自身名詞の SELF 表現は意識主体と視点保持者が一致する語り（Ⅰ～

Ⅲタイプ）の中で使われた。つまり、ある人の心内思考がその人自身の視点から

語られる場合に、その人が誰であろうと（語り手であろうと物語内の特定人物で

あろうと不特定人物であろうと）使われていた。 

第五に、三人称代名詞の SELF 表現は、自身名詞の SELF 表現とは対照的に、意

識主体と視点保持者が一致しない語り（Ⅳタイプ）の中でのみ使われた。つまり、

特定人物かどうかにかかわらず物語内の人物の心内思考を語り手の視点から語る

ときに使われていた。 

 収集した全 89 トークン（全 12 アイテム）の SELF 表現の種類分けと各種類の

トークン数は表 3 の通りである。A～E の 5 種類に分類できた。トークン数が多

い種類から順に、(A)三人称代名詞（เขา 彼、เธอ 彼女、แก 彼）が 36 トークン

（40.4%）、(B)一人称代名詞（ผม 私/僕、ขา้ 俺、(พวก)เรา 私達/俺達、ขา้พเจ้า わたくし）

が 35 トークン（39.3%）8、(C)自身名詞（ตวัเอง 自身、ตนเอง 自身）が 14 トークン

 
8  三人称代名詞と一人称代名詞の各アイテムに添えた日本語訳は便宜的なものであるが、

収集したデータの中でどのような意識主体を指し示しているのか、どのような文脈で使用

されているのか、といった実際の使用例における意味をなるべく反映する訳にした。なお、

タイ語の代名詞は人称、数、性、格などの値が未確定であるものが多く、文脈に応じて

様々な解釈を許す（逆から言えば、文脈がなければ明瞭に解釈できない）ものが多い。 



神田外語大学紀要第35号 

The Journal of Kanda University of International Studies Vol. 35 (2023) 

372 
 

（15.7%）、(D)親族名（พ่อ 父、ลูก 子）が 3 トークン（3.4%）、(E)固有名（ฟ้าเดยีวกัน

ファーディアオカン）が 1 トークン（1.1%）だった。A～C に含まれる複数のア

イテムについてはそれらの対比的な意味特徴を簡潔に括弧内に示した。 

 

表 3：SELF 表現の分類とトークン数 

A. 三人称代名詞 

 เขา 彼（一般的） 

 เธอ 彼女（女性、非公式的） 

 แก 彼（親密、非公式的） 

36 (40.4%) 

 31 

 4 

 1 

B. 一人称代名詞 

 ผม 私/僕（男性、公式的） 

 ขา้ 俺（親密、非公式的） 

 (พวก)เรา 私達/俺達（複数、非公式的） 

 ขา้พเจ้า わたくし（高度に公式的） 

35 (39.3%) 

 21 

 8 

 4 

 2 

C. 自身名詞 

 ตวัเอง 自身（一般的） 

 ตนเอง 自身（公式的） 

14 (15.7%) 

 13 

 1 

D. 親族名 

 พ่อ 父 

 ลูก 子 

3 (3.4%) 

 2 

 1 

E. 固有名 

 ฟ้าเดยีวกนั ファーディアオカン 

1 (1.1%) 

 1 

合計 89 (100%) 

 

 表 3 から次のことが分かる。 
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第一に、英語と同様、タイ語でも代名詞（三人称代名詞、一人称代名詞）を

SELF 表現として使用することが多い。代名詞の使用は SELF 表現全体の 79.7%を

占めた。ただし英語と異なり、タイ語ではかなり多様な代名詞が使い分けられて

いる。今回の調査では、三人称代名詞については 3 つのアイテム（เขา、เธอ、แก）、

一人称代名詞については 4 つのアイテム（ผม、ขา้、(พวก)เรา、ขา้พเจ้า）の使用が確認

された。分析データをさらに増やせば、その他のアイテムの使用も確認される可

能性が高い。先に述べた通り、一人称代名詞は語り手を含む特定人物の心内思考

をその人物の視点から語るときに使われ、三人称代名詞は物語に登場する人物の

心内思考を語り手の視点から語るときに使われる。使用が確認された各アイテム

の意味特徴を見ると、SELF 表現の選択にあたっては、意識主体の性別といった

意味論的な人物属性についてだけでなく、公式的（疎遠）か非公式的（親密）か

といった語用論的な言語使用域 register についても配慮が及んでいることがうか

がえる。 

第二に、日本語と同様、タイ語でも自身名詞（ตวัเอง、ตนเอง）を SELF 表現として

使う。先に述べた通り、自身名詞は、語り手であれ物語に登場する人物であれ、

その人物の心内思考がその人物自身の視点から語られるときに広く使うことがで

きる。非公式的な日常の文体の中では ตวัเอง が、公式的な硬い文体の中では ตนเอง

が使われる傾向がある。 

第三に、親族名（พ่อ 父、ลูก 子）や固有名（ฟ้าเดยีวกนั ファーディアオカン）もご

く少数ながら SELF 表現として使われていた。親密な間柄での自称や呼称（対称）

や他称（言及称）に使われる親族名や固有名が SELF 表現として使われていると

いう事実は、意識主体と他者との間の社会的関係性についても SELF 表現の選択

にあたっては考慮されており、その関係性を明示的に表現したいときは親族名や

固有名などを敢えて使う場合があることを意味する。 

ここで本稿の冒頭で言及した学生が解釈を誤りやすいSELF表現の例（下に(12), 

(13)として再掲する）に立ち戻って日タイの違いについて考えたい。 
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(12) แต่ความแขง็กร้าวของลลิธิกท็ําให้ผูช้าย-i กลวั กลวัว่า [เธอจะควบคุมเขา-i] กลวัว่าตวัเองจะสูญเสยีอํานาจไป 

しかしリリットの頑なさは男性-I を怯えさせる。[彼女（リリット）が彼-i を

支配する]のではないかと怯えるのである。自身が権力を失うのではないか

と怯えるのである。 

(13) พ่อ-i รูด้ว่ีา [ลูกชายพ่อ-i ไม่ใช่คนฉาบฉวย] 

父-i は[父-i の息子はいい加減な人間ではない]とよく分かっている。 

 

(12)の鍵括弧を含む部分はⅣタイプの語りである。物語内の不特定人物である

「ผู้ชาย 男性」の心内思考が語り手の視点から語られている。日本語では物語内の

人物を指す SELF 表現として三人称代名詞を使うことはない。つまり、物語内の

人物の心内思考について語り手の視点から語ることはない。物語内の人物の心内

思考については必ずその人物の視点から語る。すなわちⅡタイプやⅢタイプの語

りとなる。その場合、「自分」を SELF 表現として使うのが一般的である（例：男

性-i は[彼女が自分-i を支配する]のではないかと怯える）。一方タイ語では、三人

称代名詞を使って物語内の人物の心内思考を語り手の視点から語ることもできれ

ば、自身名詞を使って物語内の人物や語り手の心内思考をその本人の視点から語

ることもできる。その点が興味深い。9 

(13)はⅡタイプの語りである。物語内の特定人物である「พ่อ 父」の心内思考が

その人物の視点から語られている。10  日本語では、タイ語と同様、自称や呼称

 
9 Hirose（2000: 1652）によると、英語物語の語り手が三人称代名詞を SELF 表現として使

うのは、英語には日本語の「自分」のような私的自己 private self（聞き手への伝達/コミュ

ニケーションを意図していない意識主体）を意味する特別な語がないためであるという。

タイ語物語における SELF 表現の使い方を丁寧に考察することでその主張の妥当性を検証で

きるかもしれない。注 13 も参照のこと。 
10 (13)の SELF 表現の「พ่อ 父」は自称である。意識主体の「พ่อ 父」の視点から自身を「พ่อ

父」と指し示していると考えられる。もし他称であれば、語り手（息子）の視点から意識

主体の「พ่อ 父」を「พ่อ 父」と指し示していることになり、Ⅳタイプの語りと捉えられるこ
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や他称に親族名を使うことがあるが 11、心内思考の描写の中の SELF 表現に親族

名を使うことはない。Ⅱタイプの語りにおいても「自分」を SELF 表現として使

うのが一般的である（例：父-i は[自分-i の息子はいい加減な人間ではない]とよく

理解している）。12  一方タイ語では、心内思考の描写の中においても物語内の人

物を指す SELF 表現として親族名を使うことがある。 

まとめると、日本語ではタイ語のように意識主体を指す SELF 表現として三人

称代名詞を使ったり親族名を使ったりすることがないため、日本語話者が(12)や

(13)のような SELF 表現に遭遇すると、どう解釈すべきか戸惑うのである。言い

換えれば、日本語話者にとって(12)の「เขา 彼」と(13)の「พ่อ 父」の解釈が難しい

のは、どちらも日本語で考えると容認できない SELF 表現だからである。また、

(12)の「เขา 彼」の解釈が難しいもう一つの理由として、すぐ後ろに続く同一人物

の心内思考の描写の中で「เขา 彼」とは異なる「ตวัเอง 自身」が SELF 表現として使

われていることが挙げられる。(12)の三人称代名詞「เขา 彼」は語り手の視点から

の描写（Ⅳタイプ）であるのに対し、(12)の自身名詞「ตวัเอง 自身」は物語内の不

特定人物（男性）の視点からの描写（Ⅲタイプ）である。このように連続する心

内思考の描写の中で唐突に視点保持者が入れ替わることは日本語では一般的では

ない。 

 

４．おわりに 

 今回の調査によって、タイ語物語における心内思考に含まれる SELF 表現の特

徴が以下の通り明らかになった。 

 
とになるが、語り手（息子）の視点から「父の息子」と描写するのはおかしい。 
11 ただし日本語ではタイ語のように年下の親族名（子、弟、妹など）を自称や呼称に使う

ことはない。 
12 「発話」（対話）であれば、「自分」より一人称代名詞を使うほうが一般的である（例：

父-i は[俺-i の息子はいい加減な人間ではない]と言う）。また、自称の親族名を使うこともあ

る（例：父-i は[父さん-i の息子はいい加減な人間ではない]と言う）。 
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タイ語の SELF 表現は、英語や日本語に比べると、かなり多様である。今回の

調査で 5 種類（全 12 アイテム）が見つかった。 

各アイテムは「意識主体は特定的な人物か」「視点保持者は誰か」「意識主体は

いかなる社会的立場にあるか」「いかなる談話状況で語られているか」といった

基準によって使い分けられている。より詳しく言えば、「意識主体は語り手か、

物語内の特定人物か、不特定人物か」「視点保持者は意識主体と同一か」という

意味論的基準と「意識主体は他の人物とどのような社会的関係にあるのか」「当

該談話状況に相応しいアイテムはどれか」という語用論的基準の両方が SELF 表

現の選択に関わる。 

最も使用例が多かった SELF 表現は三人称代名詞で、物語内の人物の心内思考

を語り手の視点から語るとき（Ⅳタイプ）に使われていた。Ⅳタイプには三人称

代名詞だけが使われていた。二番目に多かったのは一人称代名詞で、その多くは

語り手の心内思考を語り手自身の視点から語るとき（Ⅰタイプ）に使われていた

が、物語内の特定人物の心内思考をその人物の視点から語るとき（Ⅱタイプ）に

使われている例もわずかにあった。三番目に多かったのは自身名詞で、ある人の

心内思考をその人自身の視点から語るとき（Ⅰ～Ⅲタイプ）に使われていた。Ⅰ

タイプとⅡタイプに多く使われていたが、物語内の不特定人物の心内思考をその

人物の視点から語るとき（Ⅲタイプ）に使われている例もわずかにあった。Ⅲタ

イプには自身名詞だけが使われていた。 

同一人物の心内思考の描写が複数連続しているとき、そのそれぞれの中に生起

する SELF 表現の視点保持者は必ずしも同一であるとは限らない。タイ語ではか

なり自由に視点保持者の移行がなされる。 

心内思考（独話）は聞き手への伝達/コミュニケーションを意図していない。13 

 
13  Hirose（1995, 2000）はそのような聞き手への伝達/コミュニケーションを意図していな

い表現のことを私的表現 private expression と呼び、対照的に、聞き手への伝達/コミュニケ

ーションを意図した表現のことを公的表現 public expression と呼ぶ。思考動詞 verbs of 
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それにもかかわらず、タイ語物語における心内思考の描写においては、あたかも

聞き手への伝達/コミュニケーションが想定されているかのように、その心内思

考の意識主体が関連人物とどのような関係にあるのかを示唆する SELF 表現（代

名詞や自身名詞の多様なアイテム、親族名、固有名など）の使い方が見られる。

対話のように個別の聞き手がいるわけではない心内思考を描写するときでも、タ

イ語物語の語り手は人物間の関係性や言語使用域を考慮した上でそれらの語用論

的特徴に相応しい SELF 表現を選択している。 

以上は今回の調査の分析結果である。今後分析データを増やすことによって、

より詳細な結果が得られたり今回とは異なる結果が得られたりする可能性もある。 
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付録：小説の用例 

Monologue 

Reportive 

〈一人称代名詞〉 

เรยีงความเรอืงบทสวดมนต์ 

p.33 และขา้พเจา้คดิว่า บดันีเพอืนเด็กวดัรุ่นเดยีวกนักบัขา้พเจ้า คงลมืบทสวดมนต์ทเีคยท่องกนัหมดแล้ว ก็คงด้วย

เหตุผลเดยีวกนักบัขา้พเจ้านีเอง 

ขาซ้ายของแม่  

p.19 “กราบเท้าคุณแม่ทเีคารพ…” ผมจะเรมิต้นอย่างไรด ีมอืจบัปากกาสนัดกิ 

ถา้ผมเป็นพ่อ  

p.22 พ่อจะรูส้กึอย่างไรถ้าถูกพลงัลกึลบับบีเค้นจนอยู่ไมเ่ป็นสุข (......) ผมจะเรยีกพลงัลกึลบันันว่าอะไรดลี่ะ ในเมอืต้อง

สูญความเป็นตวัของตวัเองไปแล้ว 

p.24-25 แต่ถ้าหากวนันันของพ่ออยู่ในวนันี กอ็าจจะไมต่่างจากผม ... 

p.26 มหีรอื ขณะวยัเท่าผม พ่อจะปิดตาหนีจากภาพอนัปันใจให้เกดิสุขซ่าน และเจ็บเสยีวเหมอืนเปรยีวอมหวาน 

อยากไดส้กับทเรยีนไหม 

p.132 ผมพยายามคดิว่า อะไรกนัหนอทนํีาพาผมมาถึงเมอืงนี อะไรกนัทชีกันําใหผ้มตอ้งทํางานนี ชะตากรรมหรือว่าอะไร

นําพา 

p.132 แต่ผมไม่อาจหนีมนั แล้วสงิทผีมอยากทํานะหรอื? ความฝันของผมหรอื? 

หวงัว่ากิมาซ์จะพลาดอีก 

p.219 กมิาซ์พลากลูกเมยีขา้แล้วเหลอืขา้ไวท้ําไม ขา้จะทําอะไรได ้หรอืว่ากิมาซ์ตดัสนิใจผดิพลาดอีกแล้ว! 

p.222 หยบิจบัทําอะไรไม่ถูก ฤทธานุภาพของกิมาซ์ทําเอาขา้สงัไปทงัตวั นีขา้ควรออ้นวอนหรอืก่นด่ากิมาซ์กนัแน่ 

p.222 หรอืนีเป็นเหตุผลทกีิมาซ์ไวช้วีติขา้ ถ้าใช่ - ขา้ไม่ตอ้งการ 

p.225 ขา้กงัวลว่าถ้านางเจ็บท้องคลอดขนึมาตอนนี เราจะทําเช่นไร 

p.225 “พรุ่งนีเรามหีน้าทตีอ้งทํา” ปาปาหมายถึงค้นหาศพ นันหรอืหน้าทขีองเรา? 

p.226 แต่วนันี ขา้ดงึพวกเขาขนึมาจากโคลน กิมาซ์มอบหน้าทนีีใหข้า้หรอื บางทศีพทขีา้ดงึขนึมาในวนันี อาจเป็นเพอืนคน

ทช่ีวยชวีติขา้ไว้ 
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อดมักบัลลิธิ 

p.119 ผมรู้แค่ว่าผมหน้าเหมอืนพ่อ ผมหน้าเหมอืนผู้ชายทสีามารถเปลยีนผู้หญิงไดค้นืละสองคน ผมรู้แค่นัน 

p.119 แม้เธอจะไมเ่คยแสดงใหรู้้ แต่ผมสามารถรู้ไดว่้าผมไม่ใช่ตวัจรงิของเธอ 

p.119 ผมสงสยัว่าถ้าหากผมเป็นแบบพ่อ เวร่าจะตกเป็นของผมไหม 

p.121 ผมไม่รูส้กึว่าตวัเองเป็นวลาดมีรีใ์นบางเวลาอีกแล้ว ผมรูส้กึว่าผมเป็นเขาอยู่ ตลอดเวลา 

p.124 เธอคอืเจ้าหญงิของผม ผมควรจะทําตวัดต่ีอเธอ ทว่าผมไดเ้ธอมาเพราะผมเลวทรามเพยีงพอ ดงันันผมจงึไม่แน่ใจว่า 

ผมควรกลบัตวัรเึปล่า 

p.124 ผมรูต้วัว่าผมไม่รกัเธอ หากวนัไหนเธอเดนิลบัหวัมุมถนนแล้วไม่กลบัมาอีก ผมก็จะลมืเธอภายในสองเดอืน 

p.124 ผมรูต้วัอยู่เสมอว่า ผมรกัเวร่า รกัมากทสีุดเท่าทมีนุษย์จะรกัใครได ้

p.126-127 ผมคดิไปเองว่าเธอจะยอมรบัไดใ้นเสยีววนิาท ี และก็แค่เดนิออกไป ลมืผมสนิทเหมอืนทารกนันงอกขนึในท้องของ

เธอไดเ้อง จากนันเธอก็จะเลยีงเด็กไปคนเดยีวอย่างเขม้แขง็และมนัคง 

p.127 ผมมองตามแผ่นหลงันัน เชอือยู่ในใจว่าเจา้หญิงของผมจะไม่เป็นไร 

p.127-128 ผมจะรู้ไดอ้ย่างไรว่าแม่ลลิธิทแีสนเศร้าของผมจะไม่กระโดดลงรางรถไฟ 

p.128 ไมม่ทีางรู้ว่าเวร่าจะทําตามทผีมขอหรอืไม่ แต่อย่างน้อยผมก็จะทําสงิทผีมทําได้ 

〈自身名詞〉 

ถา้ผมเป็นพ่อ 

p.27 เล่นเอางงเพราะรู้ว่า ตวัเองหนักตรงไหน 

อดมักบัลลิธิ 

p.115 และคนสุดทา้ย เวร่า ผมคดิว่าวลาดมีรีร์กัเธอทสีุด แต่บางทผีมอาจจะคดิเขา้ขา้งแม่ของตวัเอง วลาดมีีร์อาจจะรกั

ทาเนียมากกว่ากไ็ด้ 

p.116 ผมไม่คดิว่าตวัเองจะเป็นคนแบบพ่อได ้

p.120 ผมเรมิทําตวัเหมอืนวลาดมีรีใ์นบนัทกึ จนิตนาการว่าตวัเองเป็นเขา 

p.121 ผมไม่รูส้กึว่าตวัเองเป็นวลาดมีรีใ์นบางเวลาอีกแล้ว ผมรูส้กึว่าผมเป็นเขาอยู่ ตลอดเวลา  

p.125 เธอเงยหน้าจากก้นแก้วมามองผม “ฉันทอ้ง”  ตอนนันผมจําไดเ้ลยว่าตวัเองรูส้กึปีตยินิด ี

ลบัแล, แก่งคอย 

p.107 ผมมาอยู่ท ี (...) รูส้กึไดเ้ลยว่า ตวัเองเป็นเพยีงสงิเล็กๆ คบืคลานงุ่มง่ามอยู่ในความหมุมวนแปรปรวนของโลกด้าน
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สว่างกบัดา้นมดืมนอนธการ 

Non-reportive 

〈一人称代名詞〉 

ฟ้าเดยีวกนั 

p.218 ฟ้าเดยีวกนัเขา้ใจดว่ีา คนเราย่อมมสีทิธสิ่วนตวัอนัพงึสงวนไว ้

สงิโตนอกคอก 

P.201 ตอ้งทําใหพ้วกนันกลวัและไม่กล้าทําอีก พวกเราจะไดอ้ยู่กนัอย่างสงบ เด็กสาวคดิ 

〈三人称代名詞〉 

คน, หมา, นก 

p.27 แวบหนงึเขานึกถึงหวัอกมนั เป็นการดเีหมอืนกนัทเีขาจบัมนัไม่ได ้ เพราะนกมนัก็คงตอ้งการอสิระถงึได้หนีจากกรง

มา ถ้าเขาจบัมนัไดก้็คงตอ้งขงัมนัอีก มนัก็ไรอ้สิระเหมอืนเช่นเดมิ นกมนัควรอยู่ในฟ้าอย่างอสิระ 

p.27 มนัหนีมาเพอืไฝ่หาอสิระ แล้วทําไมเขาจะต้องนํามนัมาเพอืกกัขงัอกีเล่า? เขาสบายใจขนึเมอืคดิเช่นนี 

p.29 เขาไม่น่าไปยุ่งกบัชวีติของมนัเลย เขาควรปล่อยใหม้นับินไปอย่างอสิระตงัแต่ครงัแรก และควรจะบนิไปในฟ้ากว้าง

อย่างสมบูรณ์ มใิช่บินไปอย่างนกพกิารเช่นนี 

p.29 เขา – เขาหนัมองมนั พลนันึกขนึมาไดว่้า เพราะหมาตวันีแท้ๆ ททํีาให้นกตอ้งหางขาด ทําใหช้วีติของนกเขาตัวนัน

ตอ้งลําบากลําบบ – ทําใหเ้ขาตอ้งเสยีใจ ถ้ามนัไมเ่ห่าเสยีแต่แรก เขาก็คงไม่เห็นนก และเรอืงก็คงไม่เป็นเช่นนี – 

เพราะมงึตวัเดยีว 

หายไปกบัลมหายใจ 

p.36 แกหนัมองตามสายตาของลูกศิษย ์เป็นไปไดอ้ย่างไรทร่ีางของแกยงันอนสงบอยู่เบอืงล่าง 

p.39 ทดัมรูีต้วัว่าเขาควรจะเป็นผู้จากไป มเิช่นนันแล้วเรอืงราวจะลุกลามใหญ่โต 

คนืเหน็บหนาว 

p.49 เธอทําอะไรอยู่หนอ ... นอนโอบกอดลูก ดูโทรทศัน์รายการวาไรต ีหรอืดูหมายศาลถึงตวัเขาซําแล้วซําเล่า ร้องไห้บ้าง

หรอืเปล่า 

วทิยานิพนธ์ดเีด่น 

p.191 เขาใจหายวูบ เป็นไปไม่ได ้มนัจะหายไปไหน ในเมอืเขาจดัเกบ็ไวเ้ป็นอย่างด ีจําได ้– ตอนพรนิต์เสรจ็ เขาจดัแจงเก็บ

ตน้ฉบบัพรอ้มแผ่นดสิก์ไวใ้นซองสนํีาตาล แล้ววางซ้อนไว้กบักองเอกสารอนืและหนังสอือีกสามเล่ม 
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p.191 เขายงัหวงัลกึๆ ว่า ไมว่นัใดก็วนัหนึงหลงัจากนี คงมชีอืเขาปรากฏหราอยู่ในมหาวทิยาลยัชนันําของโลก เขามนัใจ

และพร้อมทจีะไป ... 

p.192 เกดิอะไรขนึกบัเขาละนี วทิยานิพนธ์ของเขาหายไปไหน ไม่ – มนัยงัไม่หายไปไหน เขากล้ายนืยนั 

p.192 ไมค่ดิสํารวจตรวจตราขา้วของตอนลุกออกมา บา้ชดัๆ ช่างเลวร้ายสนิด ีสมองของเขาอ่อนล้าถึงเพยีงนีเชยีวหรอื 

p.192 เขาเชอื – มนัคงยงัวางอยูท่เีดมิ ไมม่ใีครเห็นมนัหรอก เพราะตอนลุกออกมา รา้นใกลจ้ะปิดเตม็ทน โชคชตาคงไม่เล่น

ตลกกบัเขา อย่างน้อย ไม่ยามกป้็าขายนําคงเก็บมนัเอาไว ้ทุกอย่างยงัมคีวามหวงั 

p.193 ไดแ้ต่แช่งชกัด่าตวัเอง ใช่ส ิเขาไมน่่าขาดสตเิลนิเล่อถงึขนาดนี 

p.194 ความหวงัโชนแสงขนึมาอีกครงั มนัต้องอยู่ในตู้โทรศพัท ์ระยําแท!้ ทําไมเขาเพงิจะนึกขนึมาได้ 

p.194 ขณะนังในแท็กซ ี เขานึกวติกขนึมา หากคนทเีขา้ไปโทรศพัท์หลงัจากเขาหยบิไปล่ะ ทุกอย่างกจ็บเห่ เขาใจแป้วลง

ทนัท ี

p.198 เขาเองยงัไม่มนัใจว่าจะทําไดส้มบูรณ์แบบเท่าเดมิ ถงึตอนนีเขาจะทําอย่างไรไดล้่ะ จะใหเ้ขา้ไปแย่งวิทยานิพนธ์มา

จากไอพ้วกบ้านันหรอื ช่องทางยงิมดืมดิตบีตนัเขา้ไปอกี 

p.198 ไม ่– ไม่มทีาง ใจอีกดา้นฮดึสู ้ว่าทมีหาบณัฑติเช่นเขาจะสยบยอมต่อไอบ้า้ไร้การศึกษาพวกนันน่ะหรอื 

p.199 ชกัจะทนไม่ไหวแล้ว เขาเกรยีวกราดขนึมากบัตวัเอง เขาจะตกเป็นเบยีล่างพวกมนัไปตลอดหรอืไงนี 

p.200 เขาเชอืมนัว่าเขาทําได ้

p.201 โอ ... เขาไมใ่ช่แค่ถูกพวกบา้ก่อกวนธรรมดาๆ แต่กําลงัถูกปัณหาสงัคมทรี้ายแรงเล่นงานเขา้ให้แล้ว 

 วาบหนึงของความคดิผุดขนึมา เขากล้ายนืยนัฟันธงลงไปว่า (...) 

p.202 เขาคดิ ทําไมเขาถึงกลวัตํารวจสายตรวจขนาดนัน ในเมอืเขาเป็นพลเมอืงดคีนหนึง หาใช่ฆาตกรทกํีาลงัแอบซุ่มก่อ

อาชญากรรม 

อดมักบัลลิธิ 

p.117 แต่ความแขง็กร้าวของลลิธิกท็ําให้ผูช้ายกลวั กลวัว่าเธอจะควบคุมเขา กลวัว่าตวัเองจะสูญเสยีอํานาจไป 

p.124 แม่สาวน้อยรู้อยู่แล้วว่าผมเป็นอย่างไร เธอรูว่้าผมไม่ไดส้นใจเธอ และข่าวนีจะไม่สรา้งความยนิดใีห้ผมแน่ 

สงิโตนอกคอก 

p.198 แต่ไม่หรอก พวกมนัไม่มทีางรูว่้าเขาอยู่ในบา้นหลงัไหนบนถนนทเีต็มไปด้วยบา้นร้างสายนี นิกสนัคดิ 

p.199 ถา้หากว่าเขาทนทานต่อความหนาวไดล้ะก็นะ ชายหนุ่มมองไปรอบๆ (...) 

P.202 แซนดคีดิว่าอีกไม่นานเธอคงถูกจบัไปประหารชวีติ พ่อและแม่ของเธอก็อาจจะโดนดว้ย 
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P.203 แซนดสีงสยัว่าในวนันีครูผู้ชายจะยงัเอนดูเธออยู่ไหมนะ หลงัจากเธอทําผดิร้ายแรงขนาดนัน 

P.214 บางทถ้ีาเขากล้าเขา้ไปคุยกบัแซคครบี้าง เขาอาจจะไดท้ําในสงิทคีนอืนคดิว่าเป็นไปไม่ได ้... เขาอาจจะได้เป้นเพอืน

กบัแซคคร ีนิกสนัส่ายหน้าใหก้บัความเพ้อเจ้อของตวัเอง 

P.225 นิกสนัยงัคงงุนงง เพอืนงนัหรอื? เขาไม่มเีพอืนตาดําสกัคน 

〈自身名詞〉 

หายไปกบัลมหายใจ 

p.37 แกอดคดิไม่ไดว่้า แม้ว่าตายแล้วตวัเองยงัมคีวามสําคญัอยู่ ลูกศิษยย์งัให้ความเคารพ คนทวัไปยงัใหค้วามนับถอื 

คนืเหน็บหนาว 

p.48 เขาคดิว่า ตนเองไมไ่ดเ้กลยีด เพยีงแต่ไม่เคยมคีวามรูส้กึภูมใิจต่อพ่อสกันิด ไม่โหยหายามห่างเหนิ คล้ายเป็นแค่คน

รูจ้กั พ่อททํีาใหลู้กเกดิความรูส้กึเช่นนี เป็นคนประเภทไหนกนัหนอ ... ไม่ขมขนืใจบ้างหรอืไร เมอืหาคุณค่าไม่ได้ใน

สายตาลูก 

p.49 พยายามคดิว่า ตวัเองเดนิวนอนุสาวรยีไ์ปกีรอบ ขณะกวาดสายตาเลอืนลอย 

ฟ้าเดยีวกนั 

p.209 ฟ้าเดยีวกนัเคยไดข้อ้สรุป – หรอืตวัเองกําลงัประสบปัญหาชวีติ ถึงคดิยอ้นไปถงึการกําเนิดมนุษย ์

p.218 ฟ้าเดยีวกนัเขา้ใจดว่ีา คนเราย่อมมสีทิธสิ่วนตวัอนัพงึสงวนไว ้ แต่ในเมอืตวัเองคงสถานะหลายๆ ด้านของสงัคมก็

ตอ้งแยกแยะให้ไดว่้าควรวางตวัเช่นใดใหเ้หมาะสม ไม่ใช่เอะอะอะไรก็ทําตวัเป็นศิลปินขนึมาตะพดึตะพอื โดยไม่

สนใจไยดคีวามรูส้กึของชาวบ้านชาวช่องเอาเสยีเลย มนัจะสูญเสยีตวัตนสกัขนาดไหนกบัการเงยหน้าขนึมาคุยกับ

คนอืนบา้ง และทสีําคญัคนเหล่านันล้วนแต่ศรทัธาในตวัพ่อ 

อดมักบัลลิธิ 

p.116 และชตาชวีติของผู้ชายทุกคนกจ็ะจบลงท ี ... เขาได้พบว่าตวัเองเป็นไอส้วะทสีบืทอดส่วนทแีย่ของพ่อมาอย่างไม่มี

ผดิเพยีน เขาเห็นแม่ของตวัเองในแววตาของคนรกัและเขากผ็ดิหวงักบัภาพสะทอ้นในกระจก  

p.117 แต่ความแขง็กร้าวของลลิธิกท็ําให้ผูช้ายกลวั กลวัว่าเธอจะควบคุมเขา กลวัว่าตวัเองจะสูญเสยีอํานาจไป 

〈親族名〉 

ถา้ผมเป็นพ่อ  

p.26 พ่อรูด้ว่ีา ลูกชายพ่อไม่ใช่คนฉาบฉวย 

คนืเหน็บหนาว 
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p.48 เขาคดิว่า ตนเองไมไ่ดเ้กลยีด เพยีงแต่ไม่เคยมคีวามรูส้กึภูมใิจต่อพ่อสกันิด ไม่โหยหายามห่างเหนิ คล้ายเป็นแค่คน

รูจ้กั พ่อททํีาใหลู้กเกดิความรูส้กึเช่นนีเป็นคนประเภทไหนกนัหนอ ... ไม่ขมขนืใจบา้งหรอืไร เมอืหาคุณค่าไม่ได้ใน

สายตาลูก 

ฟ้าเดยีวกนั 

p.224 ฟ้าเดยีวกนักลบัมาตงัคําถามอีกครงั ถ้าเป็นพ่อ แลว้ทําไมถึงทํากบัลูกไดถ้ึงเพยีงนี 

Quasi-Monologue (Dialogue imagined) 

〈固有名〉 

ฟ้าเดยีวกนั 

p.228 แม่จ๋า แล้วใครเล่าลขิติกอ้นเนือก้อนนีใหห้ล่นร่วงลงตรงนี มนัเป็นความผดิของใครหรอื แม่จ๋า ช่วยตอบฟ้าเดยีวกัน

ดว้ย 


